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い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

【
１
０
０
歳
を
迎
え
る
方
】

高田キヨシ
（都賀町平川）

田村　フサ
（藤岡町藤岡）

塚原　利子
（大平町上高島）

山本　ハル
（湊町）

増山　ナカ
（野中町）

栗原マツノ
（大平町富田）

金子　ムメ
（志鳥町）

玉野　いし
（藤岡町藤岡）

富田　ハル
（大平町下皆川）

熊倉　善
（境町）

佐柄　イネ
（田村町）

須藤　しも
（万町）

新村　なか
（大平町北武井）

渡辺　コト
（都賀町家中）

渡辺　文造
（都賀町原宿）

野原　カネ
（大平町富田）

岸　シゲミ
（泉川町）

荒川　ヨシ
（田村町）

藤掛　トキ
（箱森町）

仲川　ハツ
（大宮町）

登山　明子
（西方町金崎）

鈴木　忠造
（都賀町木）

増田　定次
（大平町西野田）

木村　スイ
（皆川城内町）

藤沼　シマ
（箱森町）

芹澤　豊
（川原田町）

鈴木　セツ
（神田町）

日向野ミツ
（都賀町木）

飯田甚一郎
（大平町伯仲）

須藤　タカ
（富士見町）

金賀　キミ
（今泉町）

斉藤　春枝
（西方町金崎）

野中　サク
（川原田町）

福地　マツ
（藤岡町藤岡）

熊倉　サク
（大平町川連）

荒川　コト
（日ノ出町）

大貫　ハル
（梓町）

【
市
内
最
高
齢
者
】

都市計画変更に関する公聴会及び縦覧

　小山栃木都市計画区域における「土地区画整理事
業の決定に関する都市計画の構想」及び「千塚産業
団地地区計画の決定に関する地区計画の原案」に関
する公聴会を実施します。
　なお、この構想及び原案について意見等のある方
は、市長に意見申出書を提出することができ、希望
があれば、公聴会で公述人として意見を述べること
ができます。（公述を希望する場合はあらかじめ意
見申出書を提出する必要があります。）
　また、公聴会に先立ちまして、この都市計画の構
想及び地区計画の原案を縦覧します。
◇都市計画の名称
　①土地区画整理事業の決定に関する都市計画の構想
　②地区計画の決定に関する地区計画の原案
◇対象となる区域
　栃木市千塚町及び尻内町のそれぞれの一部
◇公聴会の日時及び会場
　12 月 18 日（火）19 時～吹上公民館（吹上町）
◇意見申出書の提出期間　
　①都市計画の構想：11 月 22 日 ( 木）～ 12 月６
　日（木）まで
　②地区計画の原案：11 月 22 日（木）～ 12 月 13
　日（木）まで
◇縦覧期間及び時間（①②とも共通）
　11 月 22 日（木）～ 12 月６日（木）（土・日、
祝日を除く）８時 30 分～ 17 時 15 分
◇縦覧場所（①②とも共通）

 都市計画課（入舟町）
 産業基盤整備課（大平町富田）

 都市計画課 ☎ 21 ‐ 2611

　寒さも厳しくなり、空気が乾燥して火災
の発生しやすい季節となってきました。
　年末年始を迎えるにあたり何かとせわし
なくなってしまい、火の取扱いもおろそか
になり火災が起こりやすくなります。

　昨年の 12 月
は ４ 件、 今 年
の １ 月 は ８ 件
と 年 間 出 火 件
数 の 約 ２ 割 を
占めています。

　コンロ、暖房器等の取扱い、たき火など
火の取扱いに注意しましょう。

「消すまでは　出ない行かない　離れない」
　　　　　消防本部予防課☎ 22 ‐ 0119

東
日
本
大
震
災
お
見
舞
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
心
温

ま
る
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
、
９

月
30
日
現
在
、
総
額
は
８
４
，

３
９
８
，
８
７
１
円
に
な
り
ま

し
た
。
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ

て
被
災
地
に
送
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

募
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

し
た
方
々
は
、次
の
通
り
で
す
。

お
名
前
の
分
か
る
方
の
み
記
載

し
ま
す
。

　
　
　
　
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

　

栃
木
西
中
学
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生
徒
会
／

㈱
エ
レ
フ
ォ
ン
／
婦
連
努
カ
ラ

市
民
協
働
ま
ち
づ
く
り

フ
ァ
ン
ド
に
多
く
の
善
意

▽
10
月
９
日
現
在

・
株
式
会
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丸
和
住
宅
様　
　

５
７
，
２
６
０
円

・
栃
木
ア
ン
カ
ー
工
業
株
式
会

社
様

２
３
２
，
１
０
０
円
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ち
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く
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２
２
４
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愛
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／
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ャ
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ン
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／
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幸
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社
会
福
祉
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☎
21
‐２
５
０
２

千塚町及び尻内町それぞれの一部
「土地区画整理事業の構想」「地区計画の原案」

11
月
か
ら
高
齢
者
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
の
助
成
を
開
始

◆
対
象
者　

市
内
に
居
住
す
る

満
70
歳
以
上
の
方
（
過
去
に
１

度
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
、
５
年
以
上
経
過
し
た
方

は
医
師
と
相
談
の
う
え
再
接
種

が
可
能
と
な
り
、
費
用
助
成
の

対
象
と
な
り
ま
す
）

※ 

本
人
が
希
望
さ
れ
る
場
合

の
み

◆
助
成
金
額　

３
，
５
０
０
円

※
助
成
は
１
人
生
涯
１
回
で
、

３
，５
０
０
円
を
超
え
た
分
は
、

自
己
負
担

◆
接
種
方
法　

協
力
医
療
機
関

で
の
個
別
接
種
（
要
予
約
）

◆
予
診
票　

協
力
医
療
機
関
の

窓
口
に
あ
り
ま
す
。（ 

市
外
医

療
機
関
で
接
種
を
希
望
の
方

は
、
事
前
に
問
合
先
ま
で
連
絡

く
だ
さ
い
）

◎ 

注
意
事
項
（
再
接
種
に
関

し
て
）
平
成
21
年
10
月
か
ら
、

再
接
種
は
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
過
去
５
年
以

内
に
接
種
を
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
場
合
、
再
接
種
を
す
る
こ
と

に
よ
り
接
種
部
位
の
痛
み
・
赤

み
・
腫
れ
等
の
症
状
が
強
く
発

現
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

す
で
に
１
度
接
種
さ
れ
た
方

は
、
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
回

避
し
、
再
接
種
の
必
要
性
を
慎

重
に
検
討
し
た
う
え
で
、
５
年

以
上
の
十
分
な
間
隔
を
確
保
し

て
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
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５
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‐１
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福
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☎
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‐０
９
０
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福
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‐１
１
０
３

 

健
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福
祉
課 

☎
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‐０
３
１
１

固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

申
告
書
を
送
付
し
ま
す

　

平
成
25
年
１
月
１
日
現
在

で
、
市
内
に
事
業
用
の
償
却
資

産
を
所
有
し
て
い
る
個
人
又
は

法
人
は
、
償
却
資
産
の
申
告
が

必
要
で
す
。
同
年
１
月
31
日
ま

で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
前
年
度
に
申
告
さ
れ

た
方
に
は
12
月
７
日
（
金
）
に

申
告
書
を
送
付
し
ま
す
。
申
告

書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
左
記

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

資
産
税
課 

☎
21
‐
２
１
２
７

　

敬
老
の
日
を
記
念
し
９
月
12
日
～
24
日
、
市
内
最

高
齢
者
お
よ
び
今
年
度
１
０
０

歳
を
迎
え
る
高
齢
者
に
、
祝
詞
と

敬
老
祝
金
を
贈
り
長
寿
を
祝
い

ま
し
た
。　
　
　
　
（
敬
称
略
）

 
高
齢
福
祉
課 

☎
21
‐
２
５
２
２

　
（
栗
原
様
は
10
月
４
日

に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹

ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ

ま
す
）

 


